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今こそ日本がイノベーションを
再び優先すべき時
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日本は革新的な医薬品を患者さんに届ける上で重要な役割を
果たしてきた

ノバルティス、医薬の未来を描く

これらの治療法を
日本の患者さんにお届けしています

xRNA 細胞・遺伝子療法 放射性リガンド療法
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そして革新的医薬品産業は、日本の健康増進と経済成長を可能にした

8,000以上
世界で開発中の医薬品数
（日本は1,500以上）

74%
画期的新薬(ファースト・イン・
クラス)になる可能性がある

治療薬の割合

Source: PhRMA analysis of Citeline data, October 2023; Endo et al., Returning To Work After Sick Leave Due to Cancer: A 365-Day Cohort Study of Japanese Cancer Survivors, Journal of Cancer Survivorship 10(2):320-9, 2016; Ministry of Health, Labour and Welfare Statistics on Pharmaceutical and Medical Device 
Industry, Ministry of Internal Affairs and Communications Survey of Research and Development, 2022; Evaluate Pharma World Preview 2022 Outlook to 2028, 2022.

81%
診断から1年以内に復職した

がん患者の割合

14万人以上
日本の革新的医薬品分野に
おける直接的な雇用創出数

1.7兆ドル
過去10年の世界における

研究開発投資額
（日本においては14兆円）
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しかし、日本の患者さんの満たされていないニーズと将来の潜在的な
課題に対処するためには、イノベーションを優先させる必要がある

心血管疾患

第2位
日本人の死因

20%
医療費全体に占める割合

Source: Ministry of Health, Labour and Welfare Council for Promotion of Measures Against Cardiovascular Disease, March 30, 2022.

ノバルティスは日本において戦略的な
産学官連携を推進しています

• コミュニティ・ケアの強化

• クリニカルパスの最適化

• 医療費全体の削減

より効果的で持続可能な医療制度を実現するための
協働と対話が必要
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現在の政策では、研究開発投資と患者さんのイノベーションへのアクセス
が減少し、日本の競争力に不利な影響を及ぼしている

Source: PhRMA analysis of Citeline, IQVIA MIDAS®, country regulatory data, and Ministry of Internal Affairs and Communications Survey of Research and Development. October 2023.

他分野の節減目標達成のため、引き
続き薬価引き下げに注力

例年の2倍以上のペースでの薬価引き
下げ

イノベーションを促進しない複雑で予見
不可能なルール

ステークホルダーが意見を述べる機会が
不十分

開発中の医薬品数の増加が停滞してい
る

革新的医薬品産業の研究開発投資は、
2015年から4％減少している

主要国の中でマイナス成長が予想されて
いる医薬品市場は日本のみ

増大するドラッグラグ・ロスが患者さんのイノ
ベーションへのアクセスを低下させている
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日本政府は変革の必要性を認識している

Source: Prime Minister Fumio Kishida remarks to House of Representatives Budget Committee, February 15, 2023; Health Minister Keizo Takemi remarks to journalists, October 13, 2023; Ministry of Health, Labour and Welfare Report of Expert Panel on Comprehensive Measures to Achieve a Rapid and Stable Supply of 
Pharmaceuticals, June 2023; Basic Policy on Economic and Fiscal Management and Reform (Honebuto Hoshin), Sagehashi, MHLW Expert Panel’s Report Serves as Starting Line for Reform: Asst. Vice Minister, PHARMA JAPAN, June 30, 2023;

製薬産業は、国民の健康、医療の向上に寄与
する、これは当然重要な役割を果たすわけですが、
それとともに、今後の経済成長の中核となる重要
な産業であるとも考えています。

ドラッグ・ラグと 呼ばれているような、時間がたてば
吸収できるという生易しい状況でなくなってきた。
（中略）
やはり新しい日本における創薬の基盤づくりは国
が主導する必要がある

岸田総理 (2023年2月)

武見厚生労働大臣 (2023年10月)

厚労省有識者会議報告書を
制度改革のスタートラインに
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主要な政策改革が持続可能な成長を回復させ、ライフサイエンス分野に
おける日本のリーダーシップを確かなものにすると確信しています

特許期間中の新薬の薬価維持 新薬の薬価算定の改善
非革新的な医薬品への
非効率な支出の削減

Gx

• 特許期間中の医薬品は市場実勢価
格に基づく薬価改定から除外

• 市場拡大再算定及び類似薬への適
用（共連れ）ルールの改善

• 医薬品の価値をより適切に評価するた
めの評価基準の改革

• 薬価算定時における類似薬の選定対
象の拡大

• 臨床的に適切なジェネリック医薬品及
びバイオシミラーの導入促進

• 長期収載品の迅速な価格引き下げ

• 重複処方及び多剤投与の削減



8

今こそ日本にとって、バイオメディカル分野への研究開発投資を促進し、
医薬品へのアクセスを向上させる絶好の機会である

Source: PhRMA analysis of IQVIA MIDAS, Citeline, and country regulatory data. October 2023.
Note: New medicines refer to new active substances approved by FDA, EMA and/or PMDA and first launched in any country between January 1, 2012, and December 31, 2021.
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世界の新薬のうち日本で入手可能な新薬の割合は
過去5年間で減少傾向

健康増進と経済成長 ドラッグラグ・ロスの悪化

71%

日本での開発未着手の新薬の割合が増加

48%

欧米で発売され、日本では発売されてい
ない225の新薬に占める割合

欧米でフェーズ3試験中の
新薬631品目に占める割合

より効果的で持続可能な医療制度

最新の治療法やワクチンへの迅速な患者
アクセス

それとも

投資、雇用、経済生産性の向上

開発中

開発未着手
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そして私たちは、日本の健康と経済を促進する国家戦略を策定する
ために協力しなければなりません

透明性が高く、イノベーションを促進する
薬価制度の確立

研究開発およびバイオベンチャー企業の
ための環境強化

規制要件の改善と国際的調和
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Sanofi

MIT

Takeda

Novartis
Pfizer

Amgen

Biogen

J&J

Bayer

Sumitomo

Pharma

BMS

Sage

Therapeutics

Eli Lilly

Ipsen

創薬イノベーション・エコシステムの一例         
－マサチューセッツ州ケンブリッジー
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ノバルティスは、日本への投資を行い、革新的な治療法を患者さんに
提供することを約束します

最先端の放射性リガンド治療を提供す
ることにより、患者さんの治療を変革

篠山の最新鋭製造拠点に1億ドルを
投資

日本国内のアカデミアと放射性リガンド
療法の共同研究の機会を検討
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革新的医薬品産業界は
患者さんの生活の向上にむけて
日本と協力する準備が整っています
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